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数学Ⅰ・Ａにおけるコンピュータの活用その３

愛媛県立伊予農業高等学校 岩部 智

１ はじめに

前任校である八幡浜工業高校と現在勤務している伊予

農業高校の２校にわたり、高教研視聴覚部会の数学部門

にて視聴覚教材の研究をしたことがある。私の担当科目

は，そのときと変わらず数学Ⅰ・数学Ａであることから、

自分なりの反省点を踏まえながら引き続きその研究を行

っている。コンピュータの活用については、それが有効

であると思われる単元を選び、その単元で目標を設定す

ることにした。生徒の理解を助けるために、教材提示用

としてコンピュータを利用した教材の開発と授業実践を

行い、その概要をまとめた。

２ 研究の目標

(1) 三平方の定理

プレゼンテーションソフトを用いて，斜辺の２乗が

他の２辺の２乗の和に等しいことを等積移動で理解

することができる。

(2) 余弦定理

プレゼンテーションソフトを用いて，余弦定理の

Cabcos2 に相当する部分の面積を知ることで、余

弦定理についての理解を深めることができる。

(3) 接弦定理

ＧＣ（Geometric Constructor）を用いて、接線と

接点を通る弦の作る角とその内部にある弧に対する

円周角が動く様子を見ながら、接弦定理を理解する

ことができる。

(4) 方べきの定理

ＧＣ（Geometric Constructor）を用いて、円周上

にない２直線の交点Ｆが、円の内部と外部を動く様

子を見ながら、方べきの定理を理解することができ

る。

３ 研究の内容

(1) レオナルド・ダ・ビンチによる等積移動の方法によ

って斜辺の２乗が他の２辺の２乗の和に等しいことを

示した。

また、正方形の切り貼りによる方法によって、斜辺

の２乗が他の２辺の２乗の和に等しいことを示した。
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(2) 正弦を用いた三角形の面積の公式を学習した後、ま

とめの問題で余弦定理を復習するときに、 Cabcos2
に相当する部分の面積について説明した。

(3) 接線と弦がなす角や円周上の点を動かしながら、そ

の角と円周角が常に等しいことを説明した。
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(4) ２直線の交点Ｆが円の内部から外部へ動く様子を見

ながら、ＦＥ×ＦＤ＝ＦＢ×ＦＣが常に成り立つこと

を説明した。

４ まとめと今後の課題

(1) 等積移動のプレゼンテーションそのものは生徒に好

評であった。特に、正方形の切り貼りによる説明の

方が生徒には分かりやすかったと思う。ただし、三

平方の定理の意味は理解できても、それを用いて問

題を解けるかどうかは別問題のようだ。等式の変形

や平方根の計算などの基本的な計算力が必要だと思

われる。

(2) 教科書に記載されている余弦定理の証明と比較する

と、理解できた生徒もいたようである。ただし、正

弦を用いた三角形の面積の公式を学んだ後での説明

になるため、復習事項が多く時間がかかった。特に、

AA cos)90sin( =+o を再び理解させるのは困難だった。

(3) 接点の位置を固定したままで説明したので、生徒の

理解は十分でなかったと思われる。また、角度の表

示が小さいため、教材提示としては不適切かもしれ

ない。連続的でないものになってしまうが、地道に

パワーポイントで作成した方が良かったかもしれな

い。

(4) (3)と同様であるが、教科書には「点Ｆは円周上に

ない点」と述べられているにもかかわらず、円周上か

ら円の外部に点Ｆが動いていく様子と、ＦＥ×ＦＤ＝

ＦＢ×ＦＣが常に成立している様子は生徒に好評であ

った。
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